





















































｢生」或は「正」の言語 使用回数 「死」或は「負」の言語 使用回数
life(live,alive,living,lively) 87 death(dead,dying,die,suicide) 155(＋4）
love(Iover) 155 hate(hatred) 51
marry(malTiage) 52 kill(.ing),murder(.ers,-ous) 75
peace 19 war 30




confess(.ion)8;conscience6 14 suspect(.picion,.picious) 31


























































































































































































































































































































































































































































































































2）クロー ド･レヴイー ストロー ス(大橋保夫訳)，『野生の思考』（1976；東京：みすず書房,1985),p.262.
スピン・ァ・ヤーン
3）中村紘一，「糸を紡いで－『タイピー』のために｣,H.メルヴイル（坂下昇訳),前掲書解説,p.238.
4）同書,p.241.引用文に続く後半には「そして，このようなアンビヴァレンツで，アンビギュアスな存
在の様態は後の『白鯨』中のモウビイ・デイックや『ピエール」中の登場人物イザベル，さらにはその
主人公の追求する「真理｣そのもののあり方に見事に結実することになるのである」と述べられている。
酒本雅之，『沙漠の海一メルヴイルを読む』（東京：研究社,1985),pp.51-75.
酒本氏はそれを『タイピー』における「二元的発想」という言葉で表わしているが，氏は，楽園的側面
が内在化されたと同じ意味では，否定的側面は内在化され切っていない，即ち｢楽園は楽園でしかなく
…否定的側面がはいりこみ，処を得る余地はない」とみなしている。オリンの場合も，少なくともこの
段階では,『タイピー』に描かれた「島」はあくまで楽園としての島で，そこに否定的側面がはいりこ
み，処を得る余地があるとは考えられていない。もっともその幸せな期間は，本文でもふれたとおり，
極めて短い間でしかない。
5)E.フロム（鈴木重吉訳),『悪について』（東京：紀伊国屋書店,1965),pp.136-143.
6)CfE.O'Neill,".c".,p､142.
IV
1)A.H.Quinn,AMSMyqfT"gA"2e"""D7tz"α:F)ow@"2C〃ノIWγ加肋ePj杉Sc"/azy(N.Y.:
F.S.CroftS,1927),Vol.II.p.199.
2）笹山隆，「シェイクスピア的く意味＞の意味｣，小津次郎他，『シェイクスピアの世界劇場』（東京：岩波
書店,1985),p.259.
それはシェイクスピアの劇のく意味＞に関して言われたことだが，基本的にはすべての劇のく意味＞に
関して適用できるはずである。
3）「許す｣という言語は全部で20回使われている。そのうち9回はオリンによって使われているが，その
多くは「どうすれば母から許されるか」という問題に集中している。
4）笹山隆，『ドラマと観客一観客反応の構造と戯曲の意味一』（東京：研究社,1982),p.9,p.14.
V
1）ヘイゼルから「良心に照らして正しい行動をすれば神は許して下さるでしょう」と言われたラヴィニア
は，「私は神にも誰にも許しを求めはしない。私を許すのは私自身だ」(III.iv;p.281)と答えているこ
とも忘れられてはならないだろう。
2）この劇の最初,クリスティーンもまた家中を花で飾ろうとしていたことを観客は思い出すかもしれな
い。
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